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共創ネットワーク

　小学校では 2020 年度から、中学校では 2021 年度か

ら「新学習指導要領」が全面実施されます。「新学習指導

要領」を円滑に実施するために、学校では徐々に「新学

習指導要領」の内容を一部取り入れていきます。これを

移行措置といいます。また、徐々に内容を取り入れてい

く移行期間は、小学校では 2018 年度～ 2019 年度、中学

校では 2018 年度～ 2020 年度とされています。

　今回は小学校の算数・中学校の数学で 2019 年度に

新たに実施される移行措置に関して、内容に触れなが

ら考えたいと思います。

【小学校】

　まずは第 3 学年には、今年度から既に実施されてい

る「量と測定」に「メートル法」が追加されました。長さ

や重さの単位について調べる活動を通して、関係をま

とめて理解を深めることが大切にされています。これ

までは第 6学年で学習していた「メートル法」の単位の

仕組みについて第 3学年で学習し、活用することで、今

後学習する新たな単位についても類推して量の大きさ

を考えられることがねらいとされています。

　次に第 4学年には、「数と計算」に「小数を用いた倍」

が、「数量関係」に「簡単な場合についての割合」、「量と

測定」に「面積の単位とこれまでに学習した単位との考

察」が追加されます。「小数を用いた倍」の追加について

は、小数を用いることで、数の表し方を広げることがね

らいであると考えられます。「簡単な場合についての割

合」では、2つの数量の関係がもう一方の数量の整数倍

で表される場合について、2 つの数量の関係と別の 2

つの数量を比べるときに割合を用いることを図や式を

使って学習します。　「面積の単位とこれまでに学習し

た単位との考察」の追加については、長さの単位の関係

をもとに、面積の単位間の関係を考察して理解させ、大

きさの感覚を育成するねらいがあります。

　第 5学年は「量と測定」に「速さ」、「体積の単位とこれ

までに学習した単位との考察」が追加されます。また

「分数の計算」の中の、「分数と整数の掛け算・割り算」

が省略され、第 6学年で指導することになります。「速

さ」の追加については、以前までは第 6学年で学習して

いた内容を、第 5学年で学習することになります。「体

積の単位とこれまでに学習した単位との考察」の追加

については、第 4学年の「面積の単位とこれまでに学習

した単位との考察」の追加と同じ理由が考えられます。

【中学校】

　第 1学年には、「数と式」に「素数の積」が、「資料の活

用」に「累積度数」が追加されます。また、「誤差や近似

値、a×10ｎの形の表現」は省略され、第 3学年で指導す

ることになります。「数と式」への「素数の積」の追加に

ついては、小学校で学んだ算数の整数の性質について

の理解を深め、中学校の学習につなげていくねらいが

あります。今回の学習指導要領の改訂で「資料の活用」

の領域の名称が「データの活用」に改められました。こ

の改訂により、生活の中で学習を活用することや統計

学とのつながりを重視し、統計をより深く学習するた

めに「累積度数」が追加されたのではないかと考えられ

ます。

　第 2 学年には 2019 年度に追加された内容はありま

せんが、2020 年度から「データの活用」に「四分位範囲」

及び「箱ひげ図」が追加されます。これらは、2つ以上の
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教育ＩＣＴって!?

データを比較する際に、視覚的な比較がしやすい統計

的な表現として、「箱ひげ図」を取り扱い、「四分位範囲」

と「箱ひげ図」を用いて、複数の集団におけるデータ分

布の傾向を読み取って考察するというねらいがありま

す。

　今回は 2019 年度の 4 月から実施される学習指導要

領の算数、数学の移行措置に関して主に考えていきま

したが、改訂の全体の傾向としては統計的内容の追加

が多くなり、必要なデータを収集、分析し、その傾向を

踏まえて課題を解決するための統計教育の充実が計ら

れています。「新学習指導要領」の実施で教育にどのよ

うな変化が起こるのか、今後注目していく必要があり

ます。　（文／学林舎編集部）

　近年、教育 ICT という言葉が、教育現場で頻繁に使用

されています。家庭で、コンピュータやスマートフォン

を活用した学習スタイルが定着しつつあることを考え

ると、子どもたちの学びに ICT 機器を利用することは

とても自然な流れだといえるでしょう。学校現場の

ICT について考えるとき、コンピュータの操作方法や

プログラミング教育のことを思い浮かべる人が多いの

ではないでしょうか。今回は、そもそも教育 ICT とは何

なのか、そして ICT の活用によって教育はどのように

変わっていくのかについて解説します。

　ICTとは、Information and Communication Technology（情

報通信技術）の略です。Information Technology（情報

技術）の略である IT とは、Communication（伝達、通信）

の有無という点で違います。この２つは厳密な区別が

あるわけではありませんが、IT はコンピュータ関連の

技術、ICT はコンピュータ技術の活用方法として使い

分けられることがあります。このことから、教育 ICT と

は、教育におけるコンピュータ技術の活用方法と考え

ることができます。

　授業の中で使う ICT 機器にはどのようなものがある

でしょうか。電子黒板、プロジェクタ、タブレットパソ

コンなど、多くの ICT 機器が教育現場へ導入されてい

ます。図形の描き方を映像で見せたり、歴史についての

写真や資料を紹介したりと、教師から子どもへ教える

ツールとして、イメージしやすいでしょう。

　また、子どもたちへ１人１台タブレットパソコンを

配布し、調べ学習や授業の振り返りなどで活用してい

る様子は、さまざまなメディアで取り上げられていま

す。あるテーマについて、授業中に教師から発問し、子

どもたちがそれについてその場でインターネットで調

べて資料をまとめ、授業の最後に発表するというよう

な授業展開も、ICT 機器を活用した授業の例です。子ど

もたちがコンピュータやスマートフォンを使って復習

を行い、その成績をもとに AI（人工知能）が苦手分野を

分析し、分析結果に応じてその子どもに合った学習ス

タイルを提案するようなサービスも登場しています。

さらに、同時に分析した子どもたちの理解度から授業

の良し悪しを評価して、教師へフィードバックするよ

うなシステムも開発されています。

　教育用の ICT 機器は、子どもたちだけが使うもので

はありません。先生同士の情報共有システム、成績管理

や保護者との連絡ツールとして、利用されることもあ

ります。また、電子黒板やタブレットなどの ICT 機器を

配備するだけでなく、その利用環境として無線 LAN

（Wi-Fi）などの通信環境を整備することも必要です。つ

まり、教育 ICT は、学習のための ICT 機器の導入だけで

なく、ICT 機器を活用した教育環境の整備と考えるこ

ともできるのではないでしょうか。

　生まれたころからコンピュータやインターネットが

普及した世界で過ごしてきた現代の子どもたちにとっ

て、ICT 機器を活用して学ぶことは、ごく自然な流れな

のかもしれません。自ら学び、自ら考えるという主体的

な学びは、これまでも、そしてこれからも変わることは

ないのです。　（文／学林舎編集部）
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「奨学金破産」という言葉をご存じでしょうか。大学

生のときに借りた奨学金を返済できず、自己破産して

しまうことをいいます。こういった「奨学金破産」に

至る人が、近年急増しています。

　そもそも奨学金制度は、家庭の収入が少なく進学す

ることが難しい学生などを、経済的に援助するための制

度です。国の行政機関である「独立行政法人　日本学生

支援機構（JASSO）（https://www.jasso.go.jp/）」

が設けているもののほか、それぞれの都道府県や市町

村が設けているもの、大学が設けているもの、企業や

個人が設けているものなど、さまざまな奨学金制度が

つくられています。「日本学生支援機構（JASSO）」

を例に用いて説明すると、制度を利用している学生

は、奨学金を受ける期間や金額を選択し、月に３万～

15万円程度の援助を受けます。制度を利用するには審

査が必要になりますが、「日本学生支援機構

（JASSO）」の場合、ほかの機関に比べて審査基準が

低いと言われており、申請したほとんどの人は奨学金

を受けることができます。

　奨学金制度は、返済義務のある貸与型と、返済義務

のない給付型の２種類に分けられます。多くの学生が

利用しているのは、のちに返済が必要な貸与型の奨学

金制度です。これは、援助期間が終わると、援助を受

けた分の奨学金に利子を加えた金額を返さなければな

りません。そのため、多くの学生は社会人になったと

同時に多額の借金を背負うことになり、毎月１万～３

万円の返済金を、15～20年にわたって返していかなけ

ればなりません。安定した収入を得られれば、毎月返

済することは可能ですが、何らかの理由で働けなく

なってしまった場合や、そもそも得られる収入が少な

い場合、奨学金の返済は大きな負担になります。その

ような人々の中には、返済の滞納を繰り返し、やがて

自己破産に至る人もいるのです。「日本学生支援機構

（JASSO）」によると、過去５年間でおよそ１万５千

人が奨学金を返済できずに自己破産に至りました。

このように、「奨学金破産」は、現代の社会問題の一

つになっているのです。学生の進路指導を行う際、奨

学金制度を勧める先生も多いと思いますが、この問題

についても言い添えておくべきでしょう。

　奨学金制度の説明をする際、貸与型における返済義

務だけではなく、給付型という返済義務がない制度に

ついても説明する必要があると思います。給付型の奨

学金制度を利用すると、資金援助だけではなく、留学

支援や体験イベントへの招待など、学生が学ぶための

環境を提供するさまざまな援助を受けることができま

す。優秀な学生の学びたいという意欲を最大限に生か

すためのしくみです。

　しかし、給付型の奨学金制度は、貸与型に比べて審

査基準が非常に厳しくなっています。ソフトバンクグ

ループの創業者である孫正義氏が設立した「孫正義育

英財団（http://masason-foundation.org/）」では、

「分野は問わず、国際大会または全国大会規模のコン

テストにて優秀な成績を収めた方」や「国際的に通用

する資格を所持、または団体に所属している方」、

「起業準備中又はすでに自身の経営する事業にて業績

を出している方」など、応募に必要な資格もレベルの

高いものになっています。「日本学生支援機構

（JASSO）」では、「十分に満足できる高い学習成績

を収めている」などの項目をもとにした学校の推薦が

必要です。さらに、奨学金制度を受けられる人数も限

られています。給付型の奨学金制度を利用したいと考

えるのであれば、受験期間に入るよりもっと前から、

スポーツや学業など、いずれかの分野でひとかたなら

ぬ努力をしなければなりません。

　学生の学びたいという気持ちが、家庭の経済的な理

由などによって妨げられてしまうのは残念なことで

す。奨学金制度は、そのような学生を救済する一つの

手立てになることでしょう。そして、「奨学金破産」

が急増する今、貸与型だけでなく給付型の奨学金制度

にも注目すべきでしょう。たしかに審査基準は厳しい

ものですが、早い段階から将来を見据え、高い学習意

欲がある学生であれば、給付型の奨学金制度を勧めて

もよいのではないでしょうか。学生の進路指導を行う

場合、高校や大学に進学すること自体も大切ですが、

その進学先を卒業したあとについても、十分に話し合

わなければなりません。　（文／学林舎編集部）

2019年教育の行き先
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－返済不要の奨学金に関して
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　今月はスポーツマンシップについて考える機会が増

えています。日本アメリカンフットボール協会（JAFA）

では、昨年フェアプレイ推進委員会が立ち上がり、再発

防止とフェアプレイの 2つのワーキンググループ（WG）

が活動しています。私は両方の WG に関わらせていただ

き、日本のアメリカンフットボールからスポーツ界の健

全化に向けた動きをお手伝いしています。

 今月はフェアプレイ WG が 2 つの取り組みを実施中で

す。1 つは NFL シアトル・シーホークスの元コーチで、

日系アメリカ人のロッキー瀬藤氏を招き、2 月 7 日に

特別セミナー“ スポーツマンシップを学ぶ～勝利より

も大切なもの～ ”を開催しました。瀬藤氏は 2 年前に

アメリカンフットボール指導者を引退し、現在キリス

ト教の牧師をされておられますが、ご両親が生まれ育

った祖国・日本のアメリカンフットボール界に何かお

役に立てれば、という思いで来日をされました。日本で

はスポーツはもちろん、家庭や学校教育でも体罰の事

案が発生します。暴力で躾をするのではなく、正しい人

間関係の構築を前提として、子供や若者をどう導くの

か、そこを大人が責任を持って関わっていくことが重

要になります。瀬藤氏はご自身が選手として、そしてコ

ーチとしてこの競技に関わる中、培ってきたことで、今

日本の指導者が必要と思うことについて、丁寧に共有

していただきました。

　そしてもう一つは、スポーツマンシップの風土が根

付くために、日本全国のアメリカンフットボール界へ、

フェアプレイとスポーツマンシップの取り組みを共有

していくことです。2 月 23 日には福岡市で九州地区の

アメリカンフットボール関係者へシンポジウムを提供

し、それぞれのチームの現状・状況確認や、今後どのよ

うな取り組みが必要になるのか、ともに考える機会を

持つ予定です。そして九州地区を皮切りに、来月は広島

で中四国地区のアメリカンフットボール関係者に同様

のシンポジウムを提供します。今後全国のアメリカン

フットボール関係者へこの動きを広げていきます。

　昨年は日本のスポーツ界で様々なトラブル・不祥事

が発生しました。7 年前には大阪の高校で体罰を苦に

した生徒が自殺をする事件が発生し、その後スポーツ

界、そして教育の現場での体罰に対し、厳しい目が向け

られました。しかし、スポーツや教育の現場での暴力や

パワハラ指導の根絶にはまだまだ程遠い状況です。ま

た家庭での躾と称する児童虐待も深刻です。子どもが

親の躾と称する虐待により、命を落とす痛ましい事件

も後を絶ちません。

　今月は国連で採択された条約に基づく“ 子どもの権

利委員会 ”から日本政府に対し、子どもへの体罰を禁

じる法整備を急ぐよう勧告されました。スポーツや教

育の現場はもちろん、家庭での躾も暴力を用いた時点

でそれは犯罪です。犯罪で若者や子供を正しく導くこ

とはできません。その自覚が日本の大人に必要です。

　まずスポーツ界が反暴力を掲げ、スポーツ界の健全

化を実現し、正しいスポーツ活動を通じ、社会の模範と

してスポーツマンシップを共有していくことが重要で

す。そしてスポーツマンシップが一般社会でも共有が

進んでいったとき、それが健全な社会を実現するシチ

ズンシップになるのです。（つづく）

スポーツマンシップを考える
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